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1 はじめに 

列車走行中、高騒音下での車内放送は、小さ

すぎると「聞こえない」、大きすぎると「耳障

り」という問題が発生するため、適切に制御

を行う必要がある。これまで公共空間におけ

る最適なアナウンス音量については複数の検

討がなされてきたが[1][2]、列車走行騒音のよ

うな高いレベルの騒音に対する検討は十分に

なされてこなかった。本稿では、了解性と耳

障り感とを合わせて、車内騒音下における最

適放送音量について検討した結果を報告する。 

2 放送音量評価実験 

 複数の車内騒音と放送音声に対して評価実

験を行った。実験は、容積が 102m
3
、残響時

間0.6秒の室内で、Fig. 1に示す配置で行った。 

騒音は録音した 3 種の走行車内騒音（Fig. 

2）を 2つのフルレンジスピーカおよび低域用

スピーカー（woofer）で再生した。騒音レベ

ルは、60, 70, 80, 90 dB(A)と 4条件に変化させ

た。放送音声は実使用されている女声アナウ

ンス 4文章の一部（各 2秒）を再生した。音

声レベルは 53 ~ 80 dB(A)まで、3dB(A)刻みで

10条件に変化させた。被験者は健常聴力を持

った 20代男女 5名で行った。 

 各騒音・音声条件において、提示音に対し

て「了解性」・「耳障り感」・「適切性」につい

て 5 段階で評価を行った。評価項目を Table

１に示す。評価が終了するまで音声は繰り返

し再生を行った。 

3 実験結果 

3.1 了解性・耳障り感・適切性の関係 

Fig. 3 に騒音 A が 70dB(A)の場合の結果を

示す。評価結果は、5 人の被験者の 4 文章の

評価結果を平均して表した。Fig. 3 より、音

声レベルが上昇するに伴って了解性は上昇し、

それに伴って適切性も上昇した。了解性は音 

 
Fig. 1 機器接続図 

Fig. 2 使用した騒音のパワースペクト 

 

Table 1 実験に用いた評価項目 

 
 

声レベルが 71dB(A)で最大値（全員が全音声

を了解性 5と評価）となった。 

一方、耳障り感は了解性が最大値をとる音

声レベル付近から、音声レベルの上昇するに

伴って上昇し、それに伴って適切性は低下し

た。その結果、了解性が最初に最大値を取る

音声レベルがほぼ最適音声レベル(適切性の

最大値）となっていることがわかる。以上の

定性的傾向は、騒音の種類・レベルによらず

ほぼ同様であった[3]。 
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3.2 騒音レベルと適切性の関係 

Fig. 4 に、騒音の種類・レベルに対する最

適音声レベルを表示した。図において、同じ

騒音レベルであっても、騒音の種類によって

最適音声レベルは異なる。このことは、A 特

性音圧レベル（dB(A)）が適切な音量指標と

はなっておらず、今後、より適切な音量指標

を定める必要があることを意味している。 

しかし、騒音の種類によらず、騒音レベル

が 10dB(A)上昇したとき、最適音量は約

4dB(A)上昇することがわかる。この傾向はこ

れまでの一般公共空間における放送音声レベ

ルの研究結果[1]と同様の結果であった。 

3.3 考察 

 前回検討した騒音下での「最小可聴音量」

は、一定の SN比を確保するために、10dB(A)

の騒音レベルの上昇に対して約 10dB(A)の音

声レベルの上昇を必要とした[4]。しかし今回、

受聴者が最適とした音声レベル上昇は約

4dB(A)であった。このことを考察した。 

 Fig. 5は、騒音 Aの各騒音レベルにおける

了解性の評価結果を表している。ここで、今

回の実験で被験者は、「楽に」聞き取れる音量

を評価 5とし、「努力すれば」なんとか聞き取

れる音量（最小可聴音量）を評価 3.5 付近と

したものと仮定する。そう仮定すると、最小

可聴音量に相当する音量（評価値 3.5）は、騒

音レベルが 10dB(A)上昇すると、10dB(A)上昇

しており、前回の結果と一致する。 

 一方、了解性が最初に評価 5をとる音量（最

適音量に相当）は騒音レベルが 10dB 上昇す

ると約 4dB(A)の上昇であった。騒音の上昇に

伴って放送音量の増加が望まれるが、放送音

量が大きくなれば以前より低い SN 比であっ

ても「楽に」聴き取れるようになる（感じる）

ため、騒音レベル上昇に比例する程、放送音

量の上昇は必要としないためと考えられる。 

4 まとめ 

走行騒音下の放送音声レベルの適切性につい

て、主観評価実験による検討を行った。その

結果、騒音の種類やレベル(70dB(A)以上)によ

らず、騒音レベルが 10dB(A上昇したら音声

レベルは約 4dB(A)上昇させることが適切で

あるとの結果を得た。騒音レベルの上昇値に

比例しないこの結果は、「楽に」聴き取れる音

声レベルが SN比だけではなく、音声の絶対

レルにも依存するためと考えられる。 
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Fig. 3 騒音 Aが 70dB(A)での評価結果 
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Fig. 4 騒音レベルと最適音声レベルの関係 
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Fig. 5 騒音レベル毎による了解性評価の違い 
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